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結実状況を一部抜すいしたのが第2表である。

完全英を結んだ花は実質的には7月22日までで・8・9

月が高温の昭和50年でも，有効摘花終期が意外に早い

ことがうかがえ，その後の摘花は約半分を占めるが，

ほとんど無駄花となる0

また，デークーは省略したが，初期の結実率は温度

の朗係で低いものと考えられていたが，8月の早期開

花も幽花数がまだ少ないが，結実率そのものはけっし

て低くない。なお，超低温の昭和51年度の初期結莱率

については次報で詳しく述べるが，不稔葵が極端に多

いとはいえない。

4　　ま　　　と　　　め

以上のことから，タチマサリは幽花量の半数に達す

一85－

るのが7月下旬で，しかもその時期が完全葵を形成で

きる有効朗花終期にあたっており，既往の知見からも

スパニッシュタイプの登熱に要する偵算気温は1500

℃といわれ，滝沢の調査結果ともマッチする。

なお，当地帯の平年気象でみると．7月21日から平

均気温が15℃（養分転流が極端に低下する温度）にな

る9月末日までの横算が1490℃である。

また．昭和50年度の結果からみても，7月20日ころ

までに葵を形成するのに充分な摘花数を確保すること

が肝要で，平年の気象であればそれでもギリギリの線

であって，今後はでき得る限り．早期摘花を促す対策

が必要で，さらにタチマサリの結莱特性からみて，棟

数を増して早期結英を利用する増収手段が考えられる。

シコク　ビェの導入に的する研究

第1報　寒冷地における生育相と問題点について

大野康産。高橋仲夏．佐々木邦才

1　ま　え　が　き

普通畑作の中で栽培される飼料作物としてはトウモ

ロコシ，ソルゴー等があるが，トウモロコシ種子は流

通の不安定，ソルゴーの種子は外国に依存しているた

めキロ当たり価格も高い。また，これらの種子は自家

採種が困難であることから，安定した酪農経営を遂行

するには不安定要素が多分にある。

昭和47年度から，緊急時における自給飼料確保感化

を目的に在来ヒ工の青刈り飼料化について検討を続け

てきたが，更に49年唐から，従来．暖地系作物として

栽培されているシコクビェの導入について検討した結

果，青刈り飼料作物として利用できることがわかった

ので．シコクビェの生育相と問題点について報告する。

2　試　験　方　法

ィ．普通畑（岩手農講は場）火山灰土塊

ロ．供試品鍾：

1（参考瞭準）飛蛸在来（在米ヒ工，暖地系晩生転）

2シコクビェ～1（アフリカ産，香川段）

5シコクビェ～2（祖谷在米．香川段）

4　　ク　　～5（祖谷在米～1四国農）

5　　ク　　～4（雪印系．市販鍾）

ハ．一区面積，区制：1区12ナげ，2区制

こ．播種　期：5月11日

ホ．供試条件：（第1表参照）

へ．施肥遺（頓／a）：N：0．8＋0．5，P205：2．0，

Ⅹ20：2．0

第1表　供　試　条　件

播踵後，条席は足で覆土，全面全層楢はレーキで寝拝0

5　試　験　結　果

出芽：播位後高温で10日～12日で出井し良好で，生

＊YasuoONO，NobuoTAKAHASHI，KunitoshiSASAKI（岩手県立操業試験場）
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育初期は雑草のメヒシバ，スベリヒユ等に被圧される

ことはなかった。

草丈：①播種後50日めのd月50日では，播種量a当

たり100㌢で24C乃～50C都，200才で粂播，全面全層播

とも50e詔以上であった（第2表）。（参7月中旬以降，

粂格は徒長気味の生育を示し，草丈は高くなり，全面

全層では茎数の増加とともに低くなる傾向がみられた0

茎数：①生育初期の珠当たり茎数では粂播a当たり

100才，200㌢播種とも分けつ茎はみられるが，刈取

第2表　①　生　育　調　査

り時には有効茎数は少ない。②全面全層椿は刈取り時

の有効茎数も粂横に比べ総体的に多く，㌦当たり茎数

も多い。

生草重：①早刈り（8月9日）粂播区の播種量比較

では100才播種より200㌢播種は㌦当たり茎数増で生

革重が勝った（第5表）。②全面全層樺は粂橋よりも

扉当たり茎数が多く．多収でヒエの飛騨在来に比べてシ

コクビェの各品種とも生革重が勝った。③遅刈（8月

24日，出穂始）も早刈りと同傾向であった0

毒 垂 　 項 目

品 種 名 ’＼

8　 月 5 0 日 7　 月 1 7 日 8　 月　 9　 日
出 穂 始

（月 ・日 ）

8 月 2 4 日

出 穂 期

（月 ・日）草　 丈 茎　 数 草　 丈 茎　 数 草　 丈 茎　 数 〝㌔当 た り 草　 丈

式 き ¢ 詔） （本 ／1株 ） （C庇 ） （太 ／1 株 ） （C〝） （太 ハ 株 ） 茎　 数 （C罪 ）

粂 1 （標 ）飛 輝 在 来 4 5．8 0．5 9 0．9 0．9 1 4 1 0．5 1 5 4 8．2 1 1 9 8 9 1

播

10 0 才

／

2 シコクビェ ～（》 2 5．4 0．8 5 8．5 0．8 1 0 7 1．2 1 8 8 2 5 1 2 0 8．2 9

5　 ク　 （∋ 2 0．5 2．7 5 5．7 0．8 1 2 4 1．8 4 0 8 2 2 1 5 4 5 0

4　 ク　　 ③ 2 2 ．4 2．2 5 7 7 2．5 1 2 5 1．2 5 7 6 2 2 1 5 8 2 9

／　 a． 5　 ク　 （彰 2 8．4 0．9 8 1．0 0．° 1 0 8 1．1 4 2 7 2 0 1 5 0 5 1

粂 d （慄 ）飛 騨 在 来 4 4 ．5 1．5 9 5．5 0．5 1 5 2 0．5 1 7 8 2 2 1 9 0 父　 1

播

竺 考

7 シ コクビュ へくD 5 5．5 1．0 ‘0．9 0 1 0 0 0 5 0 0 2 9 1 2 9 8 ．2 9

8　 ク　 （参 5 0．4 1．0 5 9 8 0．5 1 1 0 0 4 7 0 2 0 1 4 7 2 8

9　 ク　 （診 5 0．0 0．7 8 0．5 1．0 1 0 ° 0．4 4 7 7 2 0 1 4 5 2 9

10　 ク　 （初 2 鼠5 0．4 5 5．6 0．7 1 0 7 0 4 4 2 1 9 1 4 口 5 1

全 1 1 （標 ）飛 騨 在 来 5 5．8 0．5 1 0 5．5 0．4 1 7 8 0．5 2 5 6 2 2 2 1 0 9 1

面

播

2 0 0才

12 シコ クビェ ～ （D 5 5．8 2．5 d R 7 1．1 1 1 5 2．5 5 9 2 2 0 1 2 5 8．2 9

15　 〃　 （∋ 5 8．占 1．2 6 2．9 5．5 1 1 8 1．5 7 8 0 2 0 1 2 8 2 8

14　 ク　 （診 2 9 8 1．7 8 2．7 2，5 1 1 5 1．6 6 2 0 2 0 1 2 5 2 9

／　 a T 15　 ク　　 ④ S d．‘ 5．0 d O．5 1．7 1 0 d 2．5 4 6 0 1 9 1 4 4 5 1

第5表（多生車重．乾物率，乾物重調査

肇 萱
項　 目

8　 月　 9　 日 8　 月　 2 4　 日

a 当 た り 同　　 左 乾 物 重
a 当た り 同　　 左 a 当 た り 同　　 左 乾 物 率

a 当 たり 同　　 左

品 毯 名
生 草 重 標　 比 乾 物 重 標　 比 生 革 垂 標　 比 乾 物 重 標　 比

（吻 ） t 多 ） （多） （晦 ） t 喀 ） （晦 ） （多） （多） （吻 ） （痴）

粂 1 （標）飛 騨 在 来 5 50．0 1 0 0 14．1 7 7 6 1 0 0 7 1 0．4 1 0 0 1ム2 1 1 5．1 10 0

播
2 シコクビェ～ ① 4 20．9 7 7 1 1．0 4 8．5 d O 8 0 8．4 8 ° 12．8 7 7 9 8 8

5　 ク　 （参 4 95．0 9 0 1 0，2 5 0．5 d 5 7 7 5 ．0 1 0 9 1 2．9 10 0．0 8 7

1警 4　 ク　 （診 6 0 0．0 10 9 鼠‘ 5 7 8 7 4 7 9 1．7 1 1 1 1 0．1 8 0，0 7 0

5　　 一ク　　 ④ 5 7 鼠2 10 5 1 0．5 5 鼠7 7 7 7 0 4 ．2 9 9 1 1，9 8 5．8 7 5

粂 d （標 ）飛騨 在 来 72 0．8 10 0 1 5．8 9 8．0 1 0 0 7 9 5．9 10 0 1°．7 15 2．9 1 0 0

播

20 0 才

7 シコクビェ～（9 4 7 4．2 d d 1 1．4 5 4．1 5 5 8 8 8．4 8 ° 12．2 8 4．0 8 5

8　 ク　 （参 68 2．2 9 5 1 0．7 75．0 7 4 9 2 鼠2 1 1 7 1 2．9 1 19 9 9 0

9　　 〃　 （診 70 0．0 9 7 1 0．0 70．0 7 1 7 5 R 2 9 5 1 5．2 1 15．4 8 7

／′　a 10　 ク　 （む 59 °．5 8 5 1 1．4 88 ．0 8 9 7 4 1．7 9 5 1 0．2 75．7 5 7

全 11 （標）飛邸 在 来 7 94 ．0 1 0 0 1 5．8 10 R d 1 D O 9 6 0．8 10 0 1 8．7 18 0．5 1 0 0

面

播

12 シコクビェ～ （∋ 9 05．5 1 1 4 1 0．5 9 5．0 8 5 1 0 8 8．7 1 1 5 1▼5．° 1d R 5 1 0 6

15　 ク　 （参 9 98．7 12 8 10．1 10 0．7 9 2 9 9 8．7 1 0 4 15．5 15 4．5 9 8

2 0 0才 14　 ク　 （診 10 0 ス7 12 7 10．d 10 8．8 9 7 1 0 4 1．7 1 0 9 15．1 15 8．1 9 9

ノr　a い 5　 ノク　　 ④ 9 12．0 1 1 5 10．7 9 Z d 8 9 1 0 15．5 1 0 5 1 1．1 11 2．5 7 0
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乾物重：①ヒ工の飛邸在来に比べ早刈り，遅刈りと

も乾物率は催いが，全面全層播ではシコクビェ～④を

除いて乾物率は1－2多の低下であった。

子実重：8月下旬の出穂期後に子葉の結実したと思

われる10月7日に収穫したが，第4表のように低収で

あった。その理由として，①出穂期が8月下旬であり．

その後の気温では子実の完熟が期待できない。また，

暖地の香川農試産の子実は濃い褐色で粒は硬いが，岩

手農試産の子葉粒は色が薄い緑色で，収穫後日数を経

ても粒が軟らかいことは．充分に完熟に至らないこと

を示している。（参ほとんど主茎からの出穂であるが，

密播のため徒長し，出穂，成熟も遅れるものと思われ

る〇

第4義　子　実　収　量

穂 長

¢勿）

a 当 た　り （タ）

子　 実 輪　 子
屠　 重全　 重 実　 重

‘．1 2 ，8 7 5 1，0 4 2

1 2 ．6 4 ，5 0 0 4 ，1 2 5

1 0 ．8 5 ，4 5 8 5，5 5 5

8 ．0 － 4 ，°2 5 2 ．5 1 5

次に収穫した子実の出芽率調査の結果が第1回のと

おりである。在来ヒ工では早生種の飛滞日ヒエ．赤ヒ

工は100多出芽するが，晩生の飛騨在来は72多の出芽

であった。在来ヒユでも晩生種は出芽率が落ちる。シ

コクビェでは暖地の香川農試産の子実が岩手農試産の

ものより出芽率が高い傾向であった。

以上，単年度（昭和49年）のみの試験結果ではある

が．シコクビェの青刈り利用としての要点を述べる。

長所：（∋毯子は小さい（千粒重2～2．5才）が暖地

産のものは出芽はおおむね良好（播種深度は2一一4C珊

％
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在米ビェとシコクビエの出芽率（％）

4　5　6　712111i17　15　6　712日1617　　4　5　6　712141617

播種後日数

第1図　出芽に関する調査
調査方法
①縦80C詔，構50C詔，深さdC符の木箱に土を入れる。
（参1C盈×1亡弟，10列の播種板使用，1粒点播，1区

100粒播種，2区制。
③播種及び温室入室月日。2月27日，（室温三25℃

～50℃，覆土＝0．5C詔～1（7詔）

④調査期間。播種後17日，出芽日から14日間

とする）。②全面全層播栽培が多収で栽培しやすい。

③出穂始のころまでは倒伏に感いので機械刈りにも適

する。④刈取り時期は7月下旬～8月上旬から青刈り

用として利用できる。

欠点：①8月下旬に出穂するので子葉が低収で稔実，

出芽も劣り，北東北では自家採種が困難である。（参乾

物率が低いので，サイレージ利用するには，水分率が

70痴以下になるように2～5日予乾の必要がある。

4　　ま　　　と　　　め

特に国内の暖地では容易に種子生産が可能であるこ

とから，緊急時には北東北でも青刈り利用できるもの

と思われる。今後の問題点として，特に青刈り用の場

合，多収化のための（か施肥法の検討，（参再生利用と播

種量，（卦青刈り時期別の家畜のし好性と栄養価．④マ

ルチ栽培による自家採取の可能性，⑤サイレージ利用

の検討等があげられる。


